
～6年間ありがとうございます～～6年間ありがとうございます～
3月18日、武豊小学校で在校生に見送られる卒業生です。3月18日、武豊小学校で在校生に見送られる卒業生です。
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平
成
28
年
度 

一
般
会
計
の
主
な
事
業

憩いの公園へ

祠峯公園の遊具を整備！
憩いの公園へ

祠峯公園の遊具を整備！

祠峯公園整備工事
453万6000円

平成28年度は地域から要望のあった滑り台・
ソーラー照明を設置しました。

特別養護老人ホームくすのきの里内

くすのきホールで開始！
特別養護老人ホームくすのきの里内

くすのきホールで開始！

高齢者交流事業委託料
952万円

平成28年度から高齢者の健康増進のため、趣
味の活動やつどいの場として開始しました。

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
21
日
ま
で
の
21
日
間
の
会
期
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

「
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
」
や
「
武
豊
町
総
合
体
育
館

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
」
な
ど
８
議
案
と
、

「
平
成
28
年
度
武
豊
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
」

「
平
成
28
年
度
武
豊
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て
」
な
ど
7
認
定
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
14
人
の
議
員
が
町
政
の
問
題
を
た
だ
し
ま
し
た
。

９
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
閉

館
し
て
、
高
齢
者
交
流
施
設
を

開
設
し
た
が
、
利
用
者
や
管
理

者
な
ど
か
ら
の
意
見
は
。

　
　

高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、

平
成
28
年
４
月
オ
ー
プ
ン
か
ら

多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
る
。

　

施
設
管
理
者
に
よ
る
と
、

「
施
設
、
設
備
と
も
に
新
し
く

快
適
に
使
え
る
」
「
施
設
の
場

所
が
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

比
べ
、
町
の
中
心
部
に
近
い
」

　
「
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
催
し
が
あ
る
」
な
ど
、

利
用
者
か
ら
喜
ば
れ
て
い
る
と

の
こ
と
。

　
　

順
調
に
運
営
さ
れ
て
い
る

よ
う
だ
が
、
ト
ラ
ブ
ル
の
有
無

は
。

　
　

受
託
事
業
者
で
あ
る
、
く

す
の
き
の
里
か
ら
の
報
告
書
に

よ
る
と
、
「
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム

で
お
酒
を
飲
ん
で
い
る
」
「
他

人
名
義
で
利
用
申
請
を
さ
れ
る
」

と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

若
干
の
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
る
よ

う
だ
が
、
概
ね
順
調
に
運
営
さ

れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

集
い
の
場
・
交
流
の
場
を
提
供

利
用
者
か
ら
好
評
の
声

議
案
質
疑

問

問答

答
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児童・生徒の安全安心のため

小中学校の
施設営繕工事実施！

児童・生徒の安全安心のため

小中学校の
施設営繕工事実施！

小中学校施設営繕工事
7284万6000円

● 武豊小学校→図書室床改修工事
● 富貴小学校→歩道橋改修工事
● 衣浦小学校→放送設備更新・運動場排水路改修工事
● 緑丘小学校→校舎外壁等改修工事
● 武豊中学校→屋内運動場床等改修工事
● 富貴中学校→校舎床等改修工事

町外の方からの

ふるさと寄附金 390件！
町外の方からの

ふるさと寄附金 390件！

ふるさと寄附金 896万円
町外の方へ地元特産品や観光などのＰＲのため、返
礼品付のふるさと寄付制度を開始しました。

　
　

祠
峯
公
園
整
備
の
遊
具
の

選
定
方
法
は
。

　
　

祠
峯
公
園
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
で
構
成
す
る
「
祠
峯
公
園

を
楽
し
む
会
」
を
中
心
に
、
公

園
の
管
理
、
美
化
、
保
全
活
動

を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

遊
具
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
平
成
27
年
か
ら
31
年
度
の

５
カ
年
で
段
階
的
に
整
備
す
る

こ
と
と
し
、
平
成
28
年
度
に
設

置
し
た
遊
具
に
つ
い
て
も
「
祠

峯
公
園
を
楽
し
む
会
」
や
地
域

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
複
合
遊
具
や
ソ
ー
ラ
ー
照

明
の
設
置
を
行
っ
た
。

　
　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
返
礼

品
の
中
で
、
人
気
が
高
い
も
の

ベ
ス
ト
３
は
何
か
。

　
　

一
位
は
「
三
年
も
の
国
産

豆
の
た
ま
り
２
種
セ
ッ
ト
」
41

件
、
二
位
は
「
豆
味
噌　

里
の

味
セ
ッ
ト
」
40
件
、
三
位
は

「
知
多
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
利

用
券
割
引
Ｄ
コ
ー
ス
」
28
件
で

あ
る
。

　
　

寄
附
金
の
最
高
額
は
。

　
　

一
個
人
合
計
で
は
、
50
万

円
（
10
万
円
×
5
回
）
で
あ
る
。

　
　

小
・
中
学
校
の
施
設
改
修

工
事
を
各
種
実
施
し
て
い
る
が
、

児
童
・
生
徒
へ
の
配
慮
は
ど
の

よ
う
に
さ
れ
た
か
。

　
　

改
修
工
事
は
安
全
第
一
に
、

児
童
・
生
徒
の
い
な
い
夏
休
み

に
重
点
的
に
行
っ
て
い
る
。

　

夏
休
み
に
で
き
な
か
っ
た
工

事
に
つ
い
て
は
、
工
程
を
調
整

し
て
、
騒
音
が
出
る
作
業
な
ど

は
授
業
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ

う
、
土
曜
・
日
曜
日
に
施
工
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
通
路
は
仮
囲
い
を
す

る
な
ど
、
安
全
対
策
を
徹
底
し

て
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

へ
つ
な
が
る
公
園
づ
く
り

安
全
な
学
校
施
設
を
維
持

問問

問 問答 答

答答 返
礼
品
を
通
し
て
、町
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
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平
成
28
年
度 

一
般
会
計
決
算
の
内
訳

会　計　名
一般会計

＊１　収益的収支　経営に伴い発生が予想される収入（うち1億4762万円は現金収入を伴わない長期前受金戻入額）
＊２　資本的収支　将来に備えて行う建設改良などの支出とその財源となる費用
＊３　不足分は、当年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額、過年度分損益勘定留保資金（積立金）などで補てん

国民健康保険事業
後期高齢者医療
介 護 保 険 事 業
農業集落排水事業
下 水 道 事 業

特　

別　

会　

計

合 　 　 　 　 計

歳入（収入）

平成27年度平成28年度 差　　額

(単位：万円)

(単位：万円)

平成27年度平成28年度 差　　額

１２億８６１７万円
６０５３万円

２５億２４３８万円
４億５１０１万円
４７億３１１万円

１２３億４９５０万円

２１３億７４７０万円

歳出（支出）

１２億８６１７万円
６０５３万円

２４億４１２万円
４億４９２９万円
４４億６９９５万円
１２０億５８３９万円

２０７億２８４５万円

差引額

0

８億７７５８万円 ７億３１７７万円 １億４５８１万円
３３２６万円 ２億２３０８万円 －１億８９８３万円

0
１億２０２６万円

１７２万円
２億３３１６万円
２億９１１１万円

６億４６２５万円

水道事業会計
収益的収支 ＊1
資本的収支 ＊2

■平成28年度決算の概要

歳入 123億4950万円

歳出 120億5839万円

町 税

国 庫 支 出 金

交付税・その他交付金

県 支 出 金

諸 収 入

繰 入 金

使用料および手数料

分担金および負担金

町 債

繰 越 金

その他(寄附金・財産収入）

合 計

760,033 

125,427 

128,304 

92,948 

51,788 

77,079 

22,879 

18,750 

89,620 

11,509 

3,479 

1,381,816 

763,693

117,417

109,311

77,274

51,954

40,032

22,910

19,287

18,247

10,400

4,425 

1,234,950 

3,660 

-8,010 

-18,993 

-15,674 

166 

-37,047 

31 

537 

-71,373 

-1,109 

946

-146,866

473,188

262,081

156,849

126,667

114,480

70,196

50,148

50,625

1,304,234

486,204

159,973

156,997

125,804

102,230

73,103

51,187

50,341

1,205,839

13,016

-102,108

148

-863

-12,250

2,907

1,039

-284

-98,395

民 生 費

土 木 費

教 育 費

総 務 費

衛 生 費

公 債 費

消 防 費
その他（農林水産費・議会費・商工
費・労働費など）

合 計

町税

国庫支出金

交付税・その他交付金

県支出金
諸収入
繰入金

使用料および手数料

分担金および負担金
町債
繰越金

その他
(寄附金・財産収入）

民生費

土木費

教育費

総務費

衛生費

公債費
消防費

その他
（農林水産費・議会費・
　商工費・労働費など）
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討　

論
平
成
28
年
度 

一
般
会
計
決
算

議　
　

長
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○
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○

○
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○
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

平成29年度一般会計補正予算

一般会計

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

下水道事業特別会計

水道事業会計

総合体育館の設置及び管理に関
する条例の一部改正について

運動公園等の設置及び管理に関
する条例の一部改正について

学校施設の開放に関する条例の
一部改正について

平
成
28
年
度
決
算
認
定

○：賛成　×：反対　議長は採決に加わりません。主な採決結果

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

賛
成
討
論

政
和
ク
ラ
ブ　
　

石
川
義
治 

議
員

　

歳
入
で
は
、
全
体
の
約
６
割
を

占
め
る
町
税
収
入
額
で
、
対
前
年

度
比
0
・
5
％
増
、
徴
収
率
で
も

前
年
度
を
上
回
る
95
・
6
％
と
な

っ
た
。
歳
出
で
は
、
各
事
業
の
執

行
に
対
し
て
可
能
な
限
り
町
民

の
要
望
や
期
待
に
こ
た
え
る
た

め
、
き
め
細
や
か
な
執
行
が
な

さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
限
ら
れ

た
財
源
の
中
「
選
択
と
集
中
」

に
よ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低

下
さ
せ
る
こ
と
な
く
各
事
業
の

遂
行
を
期
待
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

本
村　

強 

議
員

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
限
ら

れ
た
財
源
を
広
範
に
わ
た
っ
て
効

率
的
に
執
行
さ
れ
て
い
る
。
扶
助

費
の
増
加
の
中
で
、
町
の
福
祉
・

子
育
て
等
重
点
施
策
も
継
続
実
施

さ
れ
て
い
る
。
「
入
る
を
量
り
て

出
る
を
制
す
」
の
共
通
認
識
の

も
と
で
、
各
事
業
が
遂
行
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
各
種
災
害
に

対
す
る
町
民
へ
の
安
心
施
策
と

し
て
各
機
関
と
の
協
定
締
結
も

増
え
て
い
る
こ
と
を
高
く
評
価

す
る
。

反
対
討
論

　
　
　
　
　
　
　

梶
田　

進 

議
員

　

消
費
税
は
町
民
・
町
財
政
に
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
国
民

の
懐
を
温
め
る
こ
と
で
、
税
収
の

確
保
を
求
め
る
。

　

リ
ニ
ア
等
の
大
型
公
共
事
業
推

進
団
体
へ
の
負
担
金
は
中
止
す

べ
き
で
あ
る
。

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
不
安
の

大
き
い
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

利
用
促
進
の
中
止
を
求
め
る
。

　

知
多
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

か
ら
職
員
の
引
き
上
げ
を
求
め

る
。

 平成29年第3回定例会
冨
永　

良
一

1
甲
斐
百
合
子

久
野　
　

勇

2 3 4 5

○：賛成　×：反対　議長は採決に加わりません。主な採決結果

櫻
井　

雅
美

6
青
木　

信
哉

7
青
木　

宏
和

本
村　
　

強

8 9
梶
田　
　

進

10
南　
　

賢
治

11
石
川　

義
治

森
田　

義
弘

12
大
岩　
　

保

13
鈴
木　

一
也

14
石
原　

壽
朗

15
福
本　

貴
久

16
岩
瀬　

計
介

採
決
結
果
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発
達
支
援
の
あ
り
方

を
研
究

文教厚生委員会

「認定こども園について」

建設経済委員会

「中心市街地」「景観形成区域」「コンパクトシティ」を調査
7
月
13
日　

石
川
県
金
沢
市

視
察
テ
ー
マ

①
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ

　

い
て

②
景
観
形
成
区
域
（
伝
統
環
境

　

保
存
地
区
）
に
つ
い
て

　

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
と

し
て
、
金
沢
駅
前
で
街
づ
く
り

会
社
の
運
営
す
る
「
プ
レ
ー
ゴ
」

を
訪
問
。
表
通
り
か
ら
裏
路
地

へ
の
小
路
を
、
イ
タ
リ
ア
風
店

舗
で
統
一
感
を
醸
し
出
し
、
本

町
駅
東
区
画
の
雰
囲
気
づ
く
り

に
参
考
と
な
る
モ
デ
ル
で
し
た
。

　

ま
た
、
伝
統
環
境
保
存
地
区

視
察
で
は
、
港
に
面
し
た
「
大

野
町
地
区
」
の
古
民
家
や
蔵
を

改
装
し
た
休
憩
所

な
ど
、
景
観
保
存

の
規
制
や
補
助
制

度
を
研
修
し
、
本

町
の
味
噌
蔵
景
観

の
保
存
、
活
用
に

参
考
と
な
る
視
察

で
し
た
。

7
月
14
日　

富
山
県
富
山
市

視
察
テ
ー
マ

①
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
へ
の
取

　

り
組
み

　

公
共
と
民
間
事
業
者
と
の
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
細
部
に
亘

り
構
築
し
、
通
勤
時
間
帯
と
昼

間
利
用
者
の
減
る
時
間
帯
の
乗

客
層
を
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に

利
便
性
を
持
た
せ
る
な
ど
、
多

く
の
施
策
を
研
修
し
ま
し
た
。

本
町
で
、
鉄
道
と
コ
ミ
ュ
バ
ス
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
利
用
状

況
な
ど
を
継
続
的
に
調
査
・
再

検
証
し
、
利
便
性
を
向
上
さ
せ

続
け
る
こ
と
の
重
要
性
を
学
び

ま
し
た
。

　

７
月
31
日
（
月
）
平
成
31
年

４
月
開
園
予
定
の
認
定
こ
ど
も

園
（
現
：
北
中
根
保
育
園
）
の

事
業
者
で
あ
る
、
社
会
福
祉
法

人
知
多
学
園
の
運
営
す
る
常
滑

市
の
波
の
音
こ
ど
も
園
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

　

園
庭
が
中
央
に
広
く
あ
り
、

園
舎
は
木
造
の
平
屋
建
て
で
、

園
庭
を
囲
む
よ
う
に
園
舎
が
建

っ
て
お
り
、
全
て
の
部
屋
か
ら

園
庭
の
様
子
が
見
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
３
歳
児
以

上
は
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
昼
食
を

と
る
た
め
、
隣
の
調
理
室
か
ら

部
屋
ま
で
運
ぶ
必
要
が
な
く
、

と
て
も
便
利
で
衛
生
的
な
環
境

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
テ
ラ
ス

　

に
は
シ
ャ
ワ
ー
が
あ
り
、
プ
ー

ル
が
設
置
さ
れ
、
水
遊
び
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
敷
地
内
の

支
援
セ
ン
タ
ー
で
も
親
子
で
楽

し
そ
う
に
水
遊
び
を
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

武
豊
町
に
開
園
す
る
認
定
こ

ど
も
園
は
定
員
・
施
設
と
も
に

同
等
規
模
で
あ
り
、
視
察
に
よ

り
イ
メ
ー
ジ
が
具
体
的
に
な
り

ま
し
た
。

　

幼
保
一
貫
教
育
を
行
っ
て
い

る
武
豊
町
の
保
育
園
と
認
定
こ

ど
も
園
の
、
明
確
な
違
い
を
保

護
者
の
み
な
さ
ん
に
理
解
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
課
題
と
感
じ

ま
し
た
。

■石川県金沢市「大野町地区」視察風景

■波の音こども園の様子

視察
報告
視察
報告
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公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
が

策
定
さ
れ
、
計
画
の
推
進
と
住

民
説
明
が
必
要
で
あ
る
。

　
問　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
を
推
進
す
る
上
で
の
課
題
は
。

　
　
　
　
　
　

多
額
の
費
用
の

確
保
お
よ
び
財
政
状
況
に
合
っ

た
平
準
化
、
各
所
管
が
策
定
す

る
施
設
ご
と
の
個
別
計
画
と
町

全
体
と
し
て
の
調
整
が
課
題
。

問　

個
別
計
画
の
策
定
状
況
お

よ
び
今
後
の
予
定
は
。

　
　
　
　
　
　

保
育
園
・
橋
梁
・

道
路
・
公
園
・
町
営
住
宅
・
下

水
道
の
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い

る
が
、
総
合
計
画
に
沿
っ
た
内

容
に
見
直
す
。

　

新
規
の
個
別
計
画
の
場
合
で

も
、
総
合
管
理
計
画
に
沿
っ
て

策
定
す
る
。

　
　

上
水
道
・
下
水
道
な
ど
に

つ
い
て
、
修
繕
更
新
額
が
算
定

さ
れ
て
い
な
い
理
由
は
。

　
　
　
　
　
　

企
業
会
計
に
基

づ
い
て
、
今
後
算
出
す
る
。

　
　

個
別
計
画
を
策
定
す
る
際

に
、
住
民
に
ど
の
よ
う
に
理
解

と
共
感
を
求
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　

町
の
財
政
状
況

を
踏
ま
え
た
説
明
を
し
っ
か
り

し
て
い
く
。

　
　

今
後
、
廃
止
お
よ
び
統
合

す
る
予
定
の
施
設
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

今
回
の
計
画
に

沿
っ
た
修
正
が
さ
れ
て
い
な
い

が
、
保
育
園
等
整
備
計
画
で
は

竜
宮
保
育
園
を
富
貴
保
育
園
と

統
合
す
る
予
定
。

　
　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
と
財
政
計
画
と
の
整
合
性
の

と
り
方
は
。

　
　
　
　
　
　

計
画
策
定
に
よ

り
、
予
算
の
裏
付
け
と
部
局
横

断
的
な
取
り
組
み
が
必
要
。

　

起
債
も
活
用
し
、
長
期
的
な

視
点
で
判
断
す
る
。

　
　

財
政
と
の
整
合
性
を
図
る

中
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
変
化
す

る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

住
民
の
ニ
ー
ズ

を
捉
え
、
時
代
に
合
わ
せ
て
変

化
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
。

　
　

一
層
の
行
政
改
革
が
求
め

ら
れ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　
　
　
　
　
　

国
や
県
の
補
助

事
業
の
情
報
を
一
層
収
集
し
、

財
源
の
確
保
に
務
め
る
。

個人質問 町政を問う！会派代表 町政を問う！

問

政和クラブ
石川 義治 議員

個人質問 町政を問う！

更新時期の集中対応のための計画答

公共施設等
総合管理計画とは

問

会派代表 町政を問う！

施
設
の
廃
止
・
統
合
は

財
政
計
画
と
の
連
携
を

問問問

問

問

問問

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政

全
般
に
対
し
、
疑
問
点
を
質
問
し
確
か
め

る
こ
と
で
す
。

　

会
派
の
代
表
者
が
質
問
す
る
「
会
派
代

表
質
問
」
と
、
個
々
の
議
員
が
質
問
す
る

「
個
人
質
問
」
が
あ
り
、
質
問
時
間
は
答

弁
を
含
め
50
分
以
内
で
す
。

一
般
質
問

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
課
長

答

総
務
課
長

答

総
務
部
長

計
画
の
推
進
方
法
は

■武豊町公共施設等総合管理計画より抜粋
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町政を問う！ 会派代表

きずな
青木 信哉 議員

各区の推薦を得て協議会でも相談する答

　

今
年
１
０
０
周
年
を
迎
え
た

民
生
・
児
童
委
員
制
度
は
、
住

民
の
高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
よ

っ
て
「
地
域
福
祉
の
担
い
手
」

と
し
て
の
重
要
性
が
増
す
一
方
、

負
担
の
重
さ
や
・
な
り
手
不
足

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

民
生
・
児
童
委
員
の
活
動

内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
度

で
は
、
各
種
相
談
・
支
援
は
１

１
８
２
件
で
介
護
保
険
や
障
が

い
者
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す

る
相
談
を
福
祉
課
へ
橋
渡
し
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
訪
問
・

連
絡
で
は
７
６
２
５
回
で
、
生

活
保
護
受
給
世
帯
に
支
払
明
細

を
お
持
ち
い
た
だ
い
た
り
、
数

え
80
歳
・
88
歳
の
方
に
敬
老
訪

問
、
ふ
れ
あ
い
昼
食
会
へ
の
案

内
と
出
欠
確
認
な
ど
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
行
事
な
ど
へ
の

参
加
は
１
７
７
０
件
で
ふ
れ
あ

い
昼
食
会
の
会
場
設
営
や
配
膳
、

公
民
館
ま
つ
り
・
多
賀
フ
ェ
ス

タ
へ
の
出
店
な
ど
で
あ
り
、
委

員
全
体
で
延
べ
活
動
日
数
は
６

５
２
３
日
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

近
年
増
え
た
活
動
は
。

　
　
　
　
　
　
　

い
ま
ま
で
個

人
的
に
行
わ
れ
て
い
た
児
童
の

下
校
時
の
見
守
り
を
平
成
28
年

度
か
ら
民
生
・
児
童
委
員
全
体

の
活
動
と
し
て
い
る
。

　
　

平
成
25
年
・
28
年
の
改
選

時
の
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　

委
員
定
数
は

平
成
25
年
・
28
年
と
も
47
名
で

欠
員
は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成
25

年
時
は
新
任
の
委
員
が
11
名
、

平
均
年
齢
は
67
・
4
歳
。
平
成

28
年
時
は
新
任
委
員
が
７
名
、

平
均
年
齢
が
69
・
５
歳
。

　
　

平
成
26
年
４
月
に
国
よ
り
、

民
生
・
児
童
委
員
の
活
動
内
容

の
見
直
し
や
、
な
り
手
不
足
解

消
に
向
け
た
試
み
が
検
討
内
容

と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　

武
豊
町
で
は

各
委
員
が
積
極
的
に
活
動
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
が
、
新
た
な

活
動
に
つ
い
て
は
見
直
し
も
考

え
て
い
く
。

　
　

高
齢
化
・
な
り
手
不
足
に

対
し
、
ど
の
よ
う
に
対
応
を
し

て
い
く
の
か
。

　
　
　
　

平
成
28
年
の
一
斉
改

選
以
降
、
委
嘱
日
現
在
75
歳
未

満
の
者
か
ら
選
出
が
困
難
な
場

合
は
、
75
歳
を
超
え
て
１
回
限

　

り
再
任
が
認
め
ら
れ
た
。
な
り

手
不
足
か
ら
、
ご
迷
惑
を
か
け

た
地
区
も
あ
る
が
、
今
後
も
活

動
を
継
続
し
て
い
た
だ
く
た
め

民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
に
お

い
て
、
委
員
推
薦
時
に
相
談
を

し
て
い
き
た
い
。

問

問

答

町
長

■子どもの安全を見守る民生委員さん

民生・児童委員の
なり手不足解消は問

問

答

健
康
福
祉
部
長

問問問 答

健
康
福
祉
部
長

答

健
康
福
祉
部
長

答

健
康
福
祉
部
長
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個人質問 町政を問う！会派代表 町政を問う！

　
　

本
町
の
地
域
福
祉
計
画
に
、

「
我
が
事
・
丸
ご
と
の
地
域
づ

く
り
」
お
よ
び
、
「
包
括
的
・

総
合
的
な
相
談
支
援
体
制
の
整

備
」
を
盛
り
込
む
お
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　

今
回
の
社
会

福
祉
法
改
正
で
は
、
「
我
が
事
・

丸
ご
と
の
地
域
づ
く
り
」
お
よ

び
「
包
括
的
・
総
合
的
な
相
談

支
援
体
制
の
整
備
」
に
つ
い
て

は
、
市
町
村
の
努
力
義
務
と
さ

れ
て
い
る
。

　

今
後
、
国
に
お
い
て
事
業
実

施
に
必
要
な
指
針
が
公
表
さ
れ

る
の
で
、
第
２
次
武
豊
町
地
域

福
祉
計
画
に
は
、
国
の
指
針
に

沿
っ
た
体
制
の
整
備
を
努
め
る

旨
、
記
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

地
域
が
抱
え
る
多
様
で
複

雑
な
問
題
に
ど
の
よ
う
に
対
処

し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

高
齢
者
や
障

が
い
者
と
支
援
す
る
家
族
に
関

わ
る
問
題
に
対
し
て
は
、
福
祉

課
・
健
康
課
・
子
育
て
支
援
課
・

社
会
福
祉
協
議
会
・
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
相
談
に
応
じ

て
い
る
。

　

ま
た
、
相
談
の
内
容
に
よ
っ

て
は
、
愛
知
県
の
機
関
へ
の
連

絡
や
医
療
機
関
に
も
関
与
を
お

願
い
し
、
多
機
関
・
多
職
種
で

連
携
し
て
、
問
題
解
決
に
つ
な

げ
て
い
る
。

　
　

多
職
種
と
連
携
し
、
ど
う

支
援
し
て
い
く
か
導
く
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
の
配
置
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　
　
　
　
　
　
　

本
町
で
は
、

福
祉
の
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
、

「
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
事
業
」
を
社
会
福
祉
協
議
会

に
事
業
運
営
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
専
門
的
な

対
応
が
必
要
と
な
る
問
題
を
抱

　
え
た
人
や
世
帯
に
対
し
、
問
題

解
決
の
た
め
関
係
す
る
機
関
・

職
種
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と

連
携
を
図
り
、
総
合
的
に
支
援

を
し
て
い
る
。

　
　

「
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
」
で
は
、
ど
の
よ
う
な

相
談
を
受
け
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

日
常
生
活
支
援

事
業
と
し
て
、
認
知
症
な
ど
の

方
の
金
銭
管
理
や
成
年
後
見
人

制
度
の
相
談
、
生
活
困
窮
者
へ

の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
活
用
し
た

食
料
支
援
事
業
な
ど
で
、
平
成

28
年
度
で
は
延
べ
１
９
６
３
人

の
相
談
を
受
け
た
。

　
　

地
域
住
民
の
担
い
手
と
し

て
の
育
成
・
参
画
に
対
す
る
見

解
は
。

　
　
　
　

現
在
、
す
で
に
「
小

中
学
校
の
福
祉
実
践
教
室
」
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
見
守

り
隊
」
な
ど
、
様
々
な
場
面
に

お
い
て
、
住
民
の
皆
様
に
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
、

地
域
に
お
け
る
住
民
主
体
の
問

題
解
決
力
の
強
化
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

第
２
次
地
域
福
祉
計
画
に
お

い
て
も
、
法
改
正
に
伴
う
国
の

指
針
に
沿
っ
た
地
域
住
民
の
育

成
・
参
画
に
つ
い
て
計
画
を
記

載
す
る
予
定
で
あ
る
。

問

問

公明党議員団
甲斐 百合子 議員

個人質問 町政を問う！

今後の国の指針に沿っていく答

相談支援体制の整備を問

会派代表 町政を問う！

■地域福祉サービスセンター受付

■武豊町地域福祉計画

我
が
事
・
丸
ご
と
の

地
域
づ
く
り
を

問

問問

答

町
長

答

福
祉
課
長

答

健
康
福
祉
部
長

答

健
康
福
祉
部
長

答

健
康
福
祉
部
長
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問
　

65
歳
以
上
の
運
転
免
許
証
自

主
返
納
者
は
、
２
年
間
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
を
無
料
で
乗
車
で

き
る
。
そ
こ
で
、
高
齢
者
が
起

こ
す
交
通
事
故
発
生
を
抑
止
す

る
た
め
の
方
策
と
し
て
質
問
を

す
る
。

　
　

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納

を
促
進
し
、
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ

ー
が
引
き
起
こ
す
交
通
事
故
防

止
の
一
環
と
し
て
、
65
歳
以
上

の
方
が
運
転
免
許
証
を
自
主
返

納
し
た
場
合
、
無
料
利
用
制
度

の
期
間
延
長
、
ま
た
は
無
期
限

利
用
可
能
と
す
る
検
討
を
進
め

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　

無
料
利
用
制
度

の
期
間
延
長
や
無
期
限
利
用
に

つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
中
で
免

許
を
持
っ
て
い
な
い
方
と
の
公

平
性
の
面
で
課
題
が
あ
り
、
現

時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

※
他
に
「
観
光
に
つ
い
て
」
の

質
問
。

　
　

竜
宮
保
育
園
の
あ
り
方
に

関
す
る
討
議
資
料
作
成
ま
で
の

経
緯
は
。

　
　
　
　

平
成
22
年
度
に
策
定

し
た
「
保
育
園
等
基
本
計
画
」

に
お
い
て
、
統
合
の
基
準
「
入

園
児
数
が
60
人
を
継
続
し
て
下

回
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
園
」

と
示
さ
れ
て
以
降
、
本
議
会
に

お
い
て
も
「
竜
宮
保
育
園
の
あ

り
方
」
に
つ
い
て
は
、
幾
度
も

ご
質
問
を
い
た
だ
き
、
議
論
を

重
ね
て
き
た
。

　

平
成
29
年
度
の
３
歳
児
の
入

園
児
数
に
あ
っ
て
は
、
９
人
と

な
っ
て
お
り
、
平
成
28
年
度
策

定
の
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
」
に
お
い
て
も
「
園
児
が

減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
た
、
効
率
的
な
整
備
・
統
合

を
す
す
め
る
こ
と
」
と
す
る
、

今
後
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。

　

保
育
所
運
営
に
お
け
る
重
要

な
課
題
で
あ
り
、
保
育
所
運
営

審
議
会
に
諮
問
を
し
、
慎
重
な

る
審
議
を
お
願
い
す
る
中
、
９

月
中
旬
に
答
申
を
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

早
朝
・
延
長
保
育
な
ど
入

園
児
が
60
人
を
切
ら
な
い
努
力

は
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

保
護
者
が
町

内
の
ど
の
保
育
園
を
選
択
さ
れ

て
も
、
武
豊
町
の
質
の
高
い
保

育
を
園
児
が
等
し
く
享
受
で
き

る
努
力
を
継
続
し
て
き
た
。

個人質問町政を問う！

福本 貴久 議員現時点では考えていない答

コミュバスの無料期間延長を問

岩瀬 計介 議員重要な課題であり丁寧に説明する
保育園整備計画について

答

問

問

問

公
平
性
の
課
題
あ
り

住
所
地
に
よ
っ
て
の

保
育
園
区
も
な
い

重
要
な
課
題
で
あ
り
慎
重
な
る

審
査
を
お
願
い
す
る

答

町
長

答

健
康
福
祉
部
長

■武豊町立竜宮保育園

答

総
務
部
長
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学校・家庭・地域・行政の連携

　
　

区
な
ど
の
防
災
パ
ト
ロ
ー

ル
で
、
設
置
要
望
の
あ
っ
た
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
一
部

で
、
条
件
が
あ
り
設
置
困
難
と

の
こ
と
だ
が
、
原
因
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
一

定
の
基
準
で
、
前
回
漏
れ
て
い

た
た
め
、
再
度
調
査
し
て
い
く
。

　
　

通
学
路
の
点
検
頻
度
は
。

　
　
　
　
　
　

保
護
者
や
児
童

生
徒
か
ら
危
険
箇
所
の
報
告
を

受
け
随
時
現
場
確
認
し
、
対
応

し
て
い
る
。

　
　

平
井
四
丁
目
の
変
則
交
差

点
に
つ
い
て
、
区
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

保
護
者
、
学
校
、
交
通
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
か
ら
改
善
要
望
が

出
さ
れ
て
い
る
。
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　

平
井
交
差
点

に
つ
い
て
は
、
ス
ピ
ー
ド
抑
制

の
た
め
、
路
面
を
カ
ラ
ー
舗
装

に
し
、
歩
道
に
ポ
ー
ル
を
設
置

し
て
、
歩
行
者
に
も
注
意
喚
起

を
進
め
て
い
く
。

　
　

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行

政
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
は
何
だ
と

考
え
施
策
を
進
め
て
い
る
か
。

　
　
　
　

家
庭
は
す
べ
て
の
教

育
の
出
発
点
、
地
域
は
社
会
性

を
学
ぶ
大
切
な
場
、
学
校
は
生

き
る
力
を
育
て
る
機
能
を
持
つ

場
で
あ
り
、
行
政
は
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
く
。

　
　

地
域
で
元
気
な
シ
ニ
ア
の

活
用
、
教
育
力
再
生
と
は
ど
の

様
な
施
策
か
。

　
　
　
　

地
域
の
方
の
協
力
の

も
と
実
施
さ
れ
て
い
る
家
庭
教

育
推
進
事
業
、
お
じ
い
さ
ん
の

ア
ウ
ト
ド
ア
、
壱
町
田
湿
地
の

保
全
活
動
、
ゆ
め
た
ろ
う
塾
な

ど
に
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　

夏
期
の
暑
さ
に
対
し
、
学

校
で
の
空
調
機
設
置
の
必
要
は

な
い
か
。

　
　
　
　
　
　

暑
さ
の
せ
い
で

生
徒
の
健
康
に
重
大
な
影
響
が

あ
っ
た
と
の
報
告
は
な
い
が
、

い
ず
れ
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
期
が
く
る
と
考
え
て
い

る
。

　
　

本
町
に
あ
っ
た
取
り
組
み

は
。

　
　
　
　
　
　

人
間
関
係
づ
く

り
を
大
切
に
し
、
い
じ
め
ア
ン

ケ
ー
ト
や
教
育
相
談
を
実
施
す

る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
用
い
た
相
談
活

動
は
今
後
の
動
向
を
注
視
し
て

い
く
。

※
他
に
「
学
校
教
育
の
充
実
と

し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
対
す
る
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
」
の
質
問
。

個人質問 町政を問う！

冨永 良一 議員 危険箇所はPDCAサイクルで改善
交通安全対策の取り組みは

答

問

久野 勇 議員

小中学校生活の環境整備のために
答

問

問問

問

問

問

問 問

答

町
長

答

町
長

■改善要望のある交差点

■武豊町立富貴中学校校舎

交
通
安
全
対
策

通
学
路
の
安
全
確
保
を

答

防
災
交
通
課
長

答

防
災
交
通
課
長
補
佐

役
割
と
施
策
は

い
じ
め
・
不
登
校

答

教
育
部
長

答

教
育
部
長

答

教
育
部
長
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親
水
公
園
の
現
状
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　

町
内
の
親
水
公
園
は
、

全
体
的
に
施
設
の
老
朽
化
が
目

立
っ
て
き
て
い
る
。
貴
重
な
景

観
資
源
で
あ
り
、
た
め
池
機
能
・

治
水
機
能
・
親
水
空
間
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
保
ち
な
が
ら
、
今
後

も
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
め
る

よ
う
、
計
画
的
に
修
繕
や
改
修

を
行
な
っ
て
い
く
。

　
　

ア
サ
リ
池
の
フ
ナ
が
死
ん

で
い
る
原
因
は
。

　
　
　
　
　
　
　

県
環
境
保
全

課
に
よ
る
簡
易
水
質
検
査
で
は

水
温
も
高
く
、
水
中
の
溶
存
酸

素
が
低
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
酸

欠
が
原
因
と
思
わ
れ
る
。
ア
サ

リ
池
は
、
水
の
流
入
が
無
く
、

少
雨
や
猛
暑
に
よ
る
水
温
上
昇

な
ど
の
条
件
が
重
な
る
と
一
時

的
に
今
回
の
よ
う
に
酸
欠
と
な

る
こ
と
が
あ
る
。

　
　

２
基
あ
る
噴
水
の
稼
働
状

況
は
。

　
　
　
　
　
　

平
成
24
年
に
１

基
が
故
障
、
平
成
27
年
に
も
う

１
基
が
故
障
し
た
。
修
理
な
ど

の
検
討
を
し
た
が
、
老
朽
化
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
修
理
に
よ

る
復
旧
は
難
し
い
と
判
断
し
、

現
在
は
稼
働
し
て
い
な
い
。

　
　

親
水
公
園
で
あ
る
ア
サ
リ

池
の
状
況
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
　

町
の
親
水
公
園
と
し

て
整
備
し
た
公
園
で
あ
る
の
で
、

何
ら
か
の
手
を
打
た
ね
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。
噴
水
を
始
め

酸
素
が
供
給
で
き
る
装
置
な
ど
、

費
用
面
も
含
め
て
調
査
・
研
究

し
て
い
く
。

　　
　

町
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な

啓
発
活
動
・
対
策
を
し
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　

今
年
上
半
期
の
検
挙

者
が
県
下
ワ
ー
ス
ト
２
位
を
受

け
「
飲
酒
運
転
非
常
事
態
宣
言
」

を
発
し
、
「
知
多
半
島
か
ら
な

く
そ
う
！
飲
酒
運
転
」
を
合
言

葉
に
近
隣
市
町
と
対
策
を
実
施

し
て
い
く
。

　
　

近
隣
自
治
体
と
の
協
力
し

た
対
策
と
は
。

　
　
　
　
　
　

１
市
５
町
で
東

知
多
交
通
安
全
推
進
連
絡
協
議

会
を
組
織
し
交
通
事
故
の
抑
制

を
広
域
的
に
推
進
し
て
い
る
。

　
　

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　
　
　

お
酒
を
飲
ま
な

い
人
を
決
め
る
ハ
ン
ド
ル
キ
ー

パ
ー
運
動
の
推
進
や
運
転
代
行

サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
促
進
な
ど
、

地
域
ぐ
る
み
の
運
動
を
推
進
し

て
い
る
。

　
　

今
後
の
対
応
は
。

　
　
　
　
　
　

飲
酒
運
転
は
許

さ
れ
な
い
犯
罪
で
人
々
に
悲
劇

を
も
た
ら
す
こ
と
を
、
住
民
の

皆
さ
ま
の
意
識
に
浸
透
さ
せ
る

よ
う
な
啓
発
活
動
を
考
え
、
行

な
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

交
通
弱
者
へ
の
事
故
防
止

活
動
は
。

　
　
　
　
　
　

高
齢
者
の
運
転

免
許
証
の
自
主
返
納
制
度
の
推

進
。
保
育
園
で
は
親
子
歩
行
訓

練
・
小
学
校
で
は
自
転
車
訓
練

を
実
施
す
る
こ
と
で
交
通
ル
ー

ル
や
安
全
に
対
す
る
意
識
向
上

を
図
る
。

個人質問町政を問う！

大岩 保 議員浄化方法を調査研究していく答

アサリ池の水質改善を問

答

建
設
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

森田 義弘 議員多面的・広域的に施策を実施する
武豊町の交通安全施策について

答

問

問問

問問

問問

親
水
公
園
の
状
況
は

ア
サ
リ
池
の

水
質
改
善
に
つ
い
て

飲
酒
運
転
の
根
絶

交
通
弱
者
へ
の
対
応

答

町
長

答

町
長

答

町
長

■水質改善が必要なアサリ池

■武豊町1000日間連続交通死亡事故ゼロ

答

生
活
経
済
部
長

問問問
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個人質問 町政を問う！

　

愛
知
県
が
昨
年
末
、
経
済
困

窮
家
庭
の
実
態
や
課
題
を
把
握

し
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
検

討
す
る
た
め
「
愛
知
子
ど
も
調

査
」
を
実
施
し
た
。

　
　

愛
知
県
は
子
ど
も
の
貧
困

率
が
低
い
と
は
い
え
「
ゼ
ロ
」

で
は
な
い
。
地
域
に
あ
っ
た
具

体
的
施
策
が
必
要
で
は
。

　
　
　
　

義
務
教
育
の
円
滑
な

実
施
に
向
け
、
新
入
学
費
、
学

用
品
費
、
校
外
活
動
費
、
修
学

旅
行
費
、
給
食
費
の
経
費
に
つ

い
て
、
一
部
を
補
助
す
る
就
学

援
助
費
を
支
給
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
学
期
ご
と
に
ま
と
め
て

支
給
し
て
き
た
が
、
必
要
な
時

期
に
支
給
で
き
る
よ
う
準
備
を

進
め
る
。

　
　

昨
年
よ
り
学
習
の
機
会
を

提
供
す
る
「
ゆ
め
た
ろ
う
塾
」

を
開
催
し
て
い
る
が
、
現
状
の

課
題
と
対
策
は
。

　
　
　
　
　
　

中
学
生
を
対
象

に
月
2
回
、
学
習
支
援
員
の
サ

ポ
ー
ト
で
実
施
し
て
い
る
。
町

民
会
館
に
加
え
、
中
央
公
民
館

で
の
開
催
希
望
が
あ
り
、
学
習

支
援
員
の
増
員
や
会
議
室
の
問

題
、
今
後
は
、
小
学
生
ま
で
対

象
拡
大
す
る
こ
と
も
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　

火
災
発
生
時
、
住
民
や
自

主
防
災
会
に
ど
の
よ
う
な
対
応

を
お
願
い
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

消
火
器
（
４
４

８
本
）
に
よ
る
初
期
消
火
と
、

延
焼
に
備
え
住
民
の
避
難
を
促

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

通
電
火
災
対
策
と
し
て
、

「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
の
設
置

に
補
助
を
行
う
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　

で
き
る
だ
け
早

く
「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
の
設

置
に
補
助
を
行
う
。

　
　

災
害
時
、
負
傷
者
や
病
人

へ
の
対
応
は
。

　
　
　
　
　
　
　

外
科
的
な
対

応
が
可
能
な
４
医
療
機
関
を
医

療
救
護
所
と
し
、
こ
の
医
療
救

護
所
以
外
の
医
師
に
は
、
応
急

救
護
所
と
な
る
保
健
セ
ン
タ
ー

に
て
、
ト
リ
ア
ー
ジ
や
応
急
処

置
を
行
っ
て
い
た
だ
く
。

　

ま
た
、
災
害
連
携
病
院
と
し

て
２
医
療
機
関
に
、
中
等
症
以

上
の
患
者
の
対
応
を
し
て
い
た

だ
く
。

　

災
害
連
携
病
院

　
　

杉
石
病
院

　
　

石
川
病
院

　

医
療
機
関
救
護
所

　
　

榊
原
整
形
外
科

　
　

ち
ゅ
う
や
整
形
外
科

　
　

す
こ
や
か
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　

内
科
・
外
科　

渡
辺
医
院

　

応
急
救
護
所

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

石原 壽朗 議員 「ゆめたろう塾」の拡充を検討
子ども貧困対策の更なる推進を

答

問

火
災
発
生
時
、消
火
器
で
対
応

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
で
出
火
防
止

医
療
救
護
体
制
を
整
備

青木 宏和 議員 できるだけ早く補助を行う
「感震ブレーカー」設置に補助を
答

問

問問問

答

町
長

問問

■応急救護所となる保健センター

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

教
育
部
長

答

健
康
福
祉
部
長

■ゆめたろう塾の様子
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
サ

イ
ト
で
は
施
設
の
特
徴
や
異
な

る
施
設
の
利
用
状
況
の
比
較
が

し
に
く
い
が
そ
の
対
策
は
。

　
　
　
　
　
　

最
終
的
に
は
ホ

テ
ル
利
用
状
況
の
サ
イ
ト
の
よ

う
に
、
公
の
施
設
が
ま
と
め
て

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
見
ら
れ
る

よ
う
な
形
が
一
番
良
い
と
思
っ

て
い
る
。

　
　

利
用
率
は
市
民
活
動
や
町

民
の
意
識
の
程
度
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
。
職
員
の
目
的
意
識

統
一
の
た
め
に
も
利
用
率
に
つ

い
て
指
標
目
標
を
設
け
て
は
ど

う
か
。

　
　
　
　

指
標
を
も
っ
て
管
理

を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
一
度

検
討
し
た
い
。

　
　

減
免
制
度
の
見
直
し
に
当

た
っ
て
、
画
一
的
な
統
一
で
は

な
く
、
目
的
に
見
合
っ
た
制
度

の
見
直
し
が
必
要
と
思
わ
れ
る

が
、
一
般
の
方
の
意
見
を
取
り

入
れ
る
予
定
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な

ど
考
え
な
が
ら
進
め
る
が
、
一

般
の
方
の
意
見
も
必
要
だ
と
考

え
る
。

　
　

指
定
管
理
の
公
共
施
設
に

つ
い
て
事
業
報
告
は
ど
の
よ
う

に
公
表
さ
れ
る
か
。

　
　
　
　
　

補
助
金
、
委
託
、

指
定
管
理
先
の
報
告
に
つ
い
て

は
監
査
委
員
か
ら
も
中
身
の
精

査
に
つ
い
て
指
摘
を
受
け
て
い

る
。
見
に
く
い
、
わ
か
り
に
く

い
報
告
書
に
は
今
後
も
指
導
を

し
て
い
き
た
い
。

　
　

想
定
外
の
豪
雨
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
方
は
。

　
　
　
　
　
　

た
め
池
や
雨
水

調
整
池
を
活
用
し
、
雨
水
を
貯

留
し
た
り
、
ゆ
っ
く
り
流
出
さ

せ
る
雨
水
流
出
抑
制
の
取
り
組

み
を
、
今
後
も
継
続
す
る
。

　
　

具
体
的
な
計
画
は
。

　
　
　
　
　
　

中
山
新
池
を
調

整
機
能
を
持
っ
た
池
と
し
て
、

整
備
す
る
計
画
が
あ
る
。

　　
　

同
報
無
線
の
屋
内
子
局
の

コ
ン
セ
ン
ト
を
、
う
る
さ
い
か

ら
と
、
抜
い
て
い
る
方
が
い
る
。

万
が
一
に
備
え
て
、
再
度
徹
底

し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
う

が
、
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

広
報
の
防
災

特
集
に
掲
載
し
て
い
く
。

　
　

避
難
勧
告
な
ど
の
判
断
・

伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
る
発
令

の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
遅
す
ぎ
る

の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　

マ
ニ
ュ
ア
ル
に

よ
り
気
象
情
報
や
降
雨
の
状
況

な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、
避

難
者
の
安
全
を
第
一
に
考
え
て

い
く
。

　
　

透
水
性
舗
装
な
ど
の
雨
水

貯
留
浸
透
施
設
に
対
す
る
補
助

で
、
住
民
の
意
識
向
上
を
図
る

こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

武
豊
町
に
何
が
適
切

か
検
討
し
、
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
今
後
研
究
す
る
。

個人質問町政を問う！

櫻井 雅美 議員必要だと考える答

減免制度改定に町民意見の反映は問

答

教
育
部
長

本村 強 議員中山新池を調整池として整備
想定外豪雨に対する具体的施策は

答

問

問問

問問問

問

雨
水
排
水
抑
制

問 問問

答

町
長

答

町
長

貸
館
機
能
の
あ
る

公
共
施
設
の
利
用
率
向
上

答

副
町
長

答

副
町
長

■地域交流センター体験工房

■大府市の補助対象の基準

答

建
設
部
長

答

総
務
部
長

答

建
設
部
長

答

防
災
交
通
課
長
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児
童
ク
ラ
ブ
受
入
れ
増

一
時
的
保
育
の
拡
充

　
　

対
象
学
年
の
拡
大
に
よ
り

待
機
児
童
が
出
る
と
予
測
さ
れ

る
が
、
拡
充
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

受
け
入
れ
児
童
数
の
拡
大

に
対
応
す
る
た
め
に
、
運
営
体

制
の
充
実
や
施
設
整
備
を
図
る

た
め
、
教
育
委
員
会
と
の
連
携

を
含
め
計
画
的
に
実
施
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
平
成
29
年
3
月
議
会
）

実
施
実
績

　

武
豊
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備

に
よ
り
受
入
れ
児
童
数
増
員

・
定
員
65
人
を
15
人
増
員
し

　

80
人
へ

・
平
成
29
年
10
月
1
日
よ
り
運

　

用

　
　

現
状
の
一
時
的
保
育
制
度

を
も
っ
と
充
実
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
対
策
は
。

　
　

育
児
の
サ
ポ
ー
ト
は
、
一

時
的
保
育
を
始
め
と
す
る
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
複

数
の
サ
ー
ビ
ス
で
一
体
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

（
平
成
29
年
6
月
議
会
）

実
施
実
績

・
私
的
理
由
保
育
利
用
日
数
が

　

１
か
月
１
日
か
ら
２
日
以
内

　

へ
拡
充

・
利
用
開
始
時
間
が
8
時
半
か

　

ら
8
時
へ
拡
充
（
た
だ
し
私

　

的
理
由
保
育
は
従
来
通
り
）

・
平
成
29
年
9
月
1
日
よ
り
運

　

用

答

答

問

問

そういえば
あの答弁

どうなった
のかなQ＆Aその後どうなった？

■児童クラブの活動風景

個人質問 町政を問う！

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
法
的
拘

束
力
を
持
つ
国
際
的
枠
組
を
決

め
た
「
パ
リ
協
定
」
が
合
意
さ

れ
、
二
酸
化
炭
素
を
多
く
発
生

さ
せ
る
石
炭
火
力
発
電
所
の
建

設
に
つ
い
て
「
是
認
」
で
き
な

い
と
い
う
環
境
相
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。

　

中
部
電
力
武
豊
火
力
発
電
所

「
５
号
機
リ
プ
レ
ー
ス
」
の
二

酸
化
炭
素
削
減
問
題
に
つ
い
て

た
だ
し
た
。

問　

２
〜
４
号
機
を
廃
止
し
て
、

５
号
機
を
リ
プ
レ
ー
ス
す
る
こ

と
で
、
二
酸
化
炭
素
が
約
20
％

増
加
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

二
酸
化
炭
素
削
減
に
逆
行
す
る

試
算
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

み
ら
れ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

当
初
計
画
に

な
か
っ
た
バ
イ
オ
マ
ス
の
混
焼

が
追
加
さ
れ
、
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト

時
の
電
気
を
発
電
し
た
時
の
二

酸
化
炭
素
排
出
量
は
ほ
ぼ
同
程

度
に
な
る
。

問　

現
在
の
武
豊
火
力
発
電
所

の
稼
働
率
は
約
45
％
で
あ
る
。

こ
の
稼
働
率
で
み
る
と
、
二
酸

化
炭
素
は
約
２
０
０
万
ト
ン
増

加
す
る
こ
と
に
な
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　

経
産
相
の
勧

告
で
は
、
「
事
業
者
全
体
で
…

更
な
る
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減

を
実
現
す
る
見
通
し
を
も
っ
て

計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と
。
」

と
し
て
い
る
。

　
　

「
削
減
の
道
筋
が
描
け
な

い
場
合
、
事
業
実
施
を
再
検
討

す
る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
ど
の
よ
う
に
す
す
め
ら
れ

る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

最
近
の
火
力

発
電
所
で
は
、
熱
効
率
の
高
い

発
電
所
へ
の
再
開
発
、
バ
イ
オ

マ
ス
専
焼
発
電
設
備
の
開
発
な

ど
、
事
業
者
全
体
と
し
て
対
応

を
計
っ
て
お
り
、
今
後
提
出
さ

れ
る
環
境
影
響
評
価
書
を
確
認

す
る
。  

二
酸
化
炭
素
削
減
は

二
酸
化
炭
素
は
増
加
す
る

削
減
の
道
筋
を

梶田 進 議員 事業者全体で対応している
二酸化炭素削減で温暖化対策を

答

問

問

問問

答

生
活
経
済
部
長

答

生
活
経
済
部
長

答

生
活
経
済
部
長
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編／集／後／記

住民の
声

　秋本番です。スポーツの秋、食欲の秋、みなさん
は、どんな秋を楽しんでいますか。
　私は、スポーツの秋と言いたいところですが、
お腹を気にしつつも食欲に走っています。
　武豊町は各方面で活躍されている方が大勢い
ます。
　今号では、スポーツで活躍している小学生を紹
介しました。取材に同行させていただきましたが、
明るい六年生ですが、まだあどけない可愛い男の
子でした。しかし、芯は強く将来が楽しみです。　
　議会だよりは、親しみやすい議会を目指し、記
事作りに努めています。これからも、みなさんが
関心を持っていただける情報をお届けしますの
で、よろしくお願いします。

（鈴木　一也）

Ｑ　

ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル
を

始
め
た
の
は
い
つ
で
す
か
。　

Ａ　

小
学
校
４
年
生
の
後
半
か

ら
で
す
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
夢

中
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

陸
上
か
ら
誘
っ
て
も
ら
い
、
ジ

ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル
投
げ
と
い

う
種
目
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

「
や
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ　

記
録
は
ど
う
で
し
た
か
。

Ａ　

５
年
生
の
時
、
54
・
19
ｍ
、

６
年
生
の
時
に
61
・
85
ｍ
投
げ

い
ず
れ
も
愛
知
県
新
記
録
を
出

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
全

国
大
会
で
は
力
を
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ｑ　

全
国
大
会
は
ど
う
で
し
た

か
。

Ａ　

他
の
選
手
を
見
た
と
き
、

体
格
が
僕
よ
り
も
か
な
り
大
き

く
、
気
持
ち
が
負
け
て
し
ま
い
、

思
う
よ
う
に
投
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ｑ　

リ
ベ
ン
ジ
は
。

Ａ　

秋
の
県
大
会
で
、
新
記
録

を
出
し
た
い
で
す
。

Ｑ　

将
来
の
夢
は
。

Ａ　

プ
ロ
野
球
選
手
に
な
る
こ

と
で
す
。
そ
し
て
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
も
出
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

渡辺　陸さん

衣浦小学校６年生 渡辺 陸さんへインタビュー
ジャべリックボール投げ全国大会出場！

■力投する渡辺さん

議会を傍聴しましょう！
お知らせコーナー

　本会議場で行われる議会は、どなたでも傍
聴することができます。
　また、各委員会は、委員長の許可があれば
傍聴できます。

一般質問の放送予定
ケーブルテレビ（ＣＣＮＣ）
12月9日（土）・23日（土）午前９時から

２３日（木）

１日（金）

５日（火）

６日（水）

７日（木）

８日（金）

８日（金）

１１日（月）

１４日（木）

請願・陳情提出期限

９時

９時

９時

９時

９時

１４時

９時

１４時

開会

一般質問

一般質問

議案質疑

総務企画委員会

文教厚生委員会

建設経済委員会

採決

１１月

１２月

次回定例会日程（予定）

（0569）72-1111（内線207）
gikai@town.taketoyo.lg.jp

●町民の議会に関するご意見
　皆さまからの議会に関するさまざまなご意見
を募集しています。
　応募は、手紙・電話・メールで。

※応募に当たっては、必ず、住所、氏名、連絡先（電話・メールアド
　レス）を記入してください。
　掲載時は、ご希望によりイニシャル表示とします。また、写真・
　ご意見とも掲載時に編集することがあります。

470-2392 武豊町字長尾山2番地
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